（参考様式B2）

転用事由詳細説明書（転用目的が資材置場・駐車場等建築物がない場合）
１　今回新たに資材置場、駐車場等を必要とする具体的理由（申請者の職業（定款、事業経歴等）との関連性、既存施設の返却、事業量の増加等、具体的に記述）
２　他の土地（農地以外の土地を含む）で当該事業を行うことができない理由

３　今回申請する土地の利用計画

	保管資材等の種別
	保管予定量
	必要面積
	備考

	
	
	
	

	（附帯施設）


	
	
	

	合計
	
	
	


＊駐車場の場合は、商業施設については来客見込数等から算出した台数の根拠を、事業所等については従業員用、来客用、事業用の目的別に区分し、それぞれの台数の根拠を記載すること

４　現在県内に保有または使用している資材置場、駐車場等の利用状況（今回申請分を除く）

	所在地
	敷地面積
	権利の種類
	保管資材等の品目・数量
	利用率
	今後の利用見込み

	
	㎡


	
	
	%


	


＊利用率には、敷地面積のうち、実際に利用している割合を記入

５　過去3年間に資材置場等で転用許可を受けた土地の現状及び利用状況（県内のみ）

	所在地
	許可日
	許可番号
	転用目的
	現在の利用状況

	
	
	
	
	


＊転用目的と異なる利用をしている場合にはその理由を記入

備考

１　申請者の事業所・住宅等と現有施設および今回申請地の位置関係を示す図面を添付すること

２　土地利用計画図にも、資材等の種別ごとに記載すること

３　転用目的が進入路の場合には、１，４，５については省略可とする

転用事由詳細説明書（転用目的が資材置場・駐車場等建築物がない場合）
１　今回新たに資材置場、駐車場等を必要とする具体的理由（申請者の職業（定款、事業経歴等）との関連性、既存施設の返却、事業量の増加等、具体的に記述）
Ex.1 現有資材置場の賃貸借契約が○月で満了し、地主から返還を求められており、その不足分を確保する必要がある。

Ex.2 工場新設に伴い、従業員が○○人増加するが、そのうち△△人が車による通勤を予定しており、現有施設では□□台不足するため、その不足分を確保する必要がある。

Ex.3 事業拡張により○○の分野に進出するため会社の定款を変更したところであり、新たに○○を置くための資材置場が必要となる。

２　他の土地（農地以外の土地を含む）で当該事業を行うことができない理由

Ex.1 資材を運搬する車の関係で、○m以上の道路に面した○㎡以上の土地が必要であるが、当該地以外で事業所周辺に適地が存在しないため。

Ex.2 工場と一体的に利用する必要があるが、当該地は工場の西側に隣接する土地であるため。

３　今回申請する土地の利用計画

	保管資材等の種別
	保管予定量
	必要面積
	備考

	■■■　　　

	■枚
	㎡

■■

	

	（附帯施設）

積み下ろしスペース


	
	■■
	

	合計
	
	■■
	


＊駐車場の場合は、商業施設については来客見込数等から算出した台数の根拠を、事業所等については従業員用、来客用、事業用の目的別に区分し、それぞれの台数の根拠を記載すること

４　現在県内に保有または使用している資材置場、駐車場等の利用状況（今回申請分を除く）

	所在地
	敷地面積
	権利の種類
	保管資材等の品目・数量
	利用率
	今後の利用見込み

	○○町○○

■■町■■


	㎡

○○

■■


	所有権

賃借権
	○○○　　　○本

△△△　　　△台

□□□　　　□個

■■■　　　■枚


	%

100

100


	継続して利用

地主の要請により○月○日に返却予定




＊利用率には、敷地面積のうち、実際に利用している割合を記入

５　過去3年間に資材置場等で転用許可を受けた土地の現状及び利用状況（県内のみ）

	所在地
	許可日
	許可番号
	転用目的
	現在の利用状況

	××町××
■■町■■

	H○.○.○

H△.△.△
	○○号

△△号
	資材置場

資材置場
	賃貸借契約満了に伴い、○年○月に返却済み

１に記載のとおり


＊転用目的と異なる利用をしている場合にはその理由を記入

備考

１　申請者の事業所・住宅等と現有施設および今回申請地の位置関係を示す図面を添付すること

２　土地利用計画図にも、資材等の種別ごとに記載すること

３　転用目的が進入路の場合には、１，４，５については省略可とする

